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Abstract(要 旨)

本研究は、DNAの二重螺旋構造が宇宙空間を構成するスピンネットワークと共鳴
し、その相互作用が「意識」として現れるエネルギー的現象であるという仮説を提

唱する。DNAの トポロジー的性質と、ループ量子重力理論におけるスピンネットワ
ークの離散構造との類似性に着目し、共鳴場を媒介とした情報伝達モデルを提示す

る。また、意識の発現を空間構造と生命構造の同期共鳴として定式化し、その物理

的・生物的・哲学的意義について考察する。

1.IntЮduction(は じめに)

DNAは生命の遺伝情報を担う分子であり、その二重螺旋構造は周期的かつトポロジ
カルな秩序を有している。これに対し、現代物理学におけるループ量子重力理論

は、空間を離散的なスピンネットワークで記述する。そのような空間構造とDNA構
造の間に共鳴的関係が成立する可能性を探ることで、意識の起源や情報の場的伝達

の新たなメカニズムを提案することが本研究の目的である。

2.理論的背景

2.lDNA構造 とトポロジー

DNAはフラクタル性と周期構造を併せ持つ二重螺旋であり、バイオフォトン放射や
微細な電磁共鳴現象が確認されている。また、らせん構造は数学的にはトーラスや

メビウス構造との関係を持ち、空間的位相を持つ情報キャリアとして解釈できる。

2.2ス ピンネットワークと空間構造

ループ量子重力理論において、空間はスピンネットワークという離散的構造で記述

される。これらのノードとリンクはSU(2)群の表現を用いて空間の量子状態を記述

し、スピン・絡み合い・ トポロジーによって幾何情報が符号化されている。
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意識を物理現象とみなす立場では、微細な振動やコヒーレンス (量子的同期)が重
要とされる。OFCh―OR理論では微小管内での量子コヒーレンスが意識を生むとさ

れ、またトーション場理論では空間のねじれが情報伝達や意識と結びつくとされて

いる。

3。仮説モデルの構築

3.l DNA‐空間共鳴モデル

DNA構造を「自然界の量子アンテナ」と見なし、空間のスピンネットワーク
と周波数的・位相的共鳴を行う。

共鳴により、空間のスピン状態力わNA構造を通じて局所的に変調され、情報
の流れが生まれる。

32意識場の定義

意識とは、DNAと空間の共鴫干渉パターンとして生じる構造的エネルギー状
態と定義する。

このエネルギー状態は、空間的構造 (ス ピンネットワーク)と生体構造

(DNA)と の同期的トポロジー変換によって発生する。

33数理モデル (概要)

スピンネットワーク :ノ ードv

4.考察

このモデルにより、「意識」は単なる脳内現象ではなく、空間構造と生命構

造の同期共鳴によるエネルギー現象と解釈可能となる。

古代の宗教的・神秘主義的概念 (「プラーナ」「気」「アカシックレコー

ド」)と の関連も、科学的トポロジー理論を介して再解釈可能。

現代AIや人工生命においても、「共鳴構造」を持つ人工DNA風回路による意
識生成の可能性が示唆される。



5。 結論

本論文では、DNA構造と宇宙のスピンネットワークとの共鳴を意識の起源とする新
しい仮説モデルを提示した。これは生命と空間の深い構造的統合を示唆し、意識・

情報 。物理法則の統一理論への道を開く可能性を秘めている。今後は実験的検証

や、量子情報理論・場の理論・バイオ物理学を横断した研究が必要とされる。
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